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Kode Series
コードシリーズ取り扱い説明書

Shared FeatureS
コードシリーズ共通の機能

	 Suspension

	 A-Frame Ski Carry 	 Wet/dry Gear division

	 Micro-Fleece Goggle Pocket

	 diagonal Ski Carry

	  Vertical Board Carry
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コードシリーズはバックカントリーのための機能に特化
したウィンターパックです。スキーやスノーボード等の
スノーギアを取り付けたり、濡れたギアと乾いた荷物を
別々に収納する機能を装備しています。

この度は、コードシリ
ーズをご購入いただき
ありがとうございます。
コードはバックカントリ
ースキー/スノーボー
ドのための機能を
フル装備したウィン
ターパックです。この
取り扱い説明書をお読
みになり、パックを十分
に活用してください。

Kode 38 
コード38の機能
•	ドライポケットには背面側
からアクセスする構造

•	トップロードのアバランチ
ギア収納ポケット

•	ヘルメットの収納が可能な
拡張式トップポケット

•	トップポケットの裏面にジ
ッパーポケット

主要素材
•	マトリックスファブリック

	サイズ	 容量	 重量
	 L	 41L	 1.67kg

	 M	 38L	 1.56kg

	 S	 35L	 1.48kg

サスペンション
サスペンションはHDPE 
フレームシート、ペリフェ
ラル・アルミフレーム、サ
ーモフォーム・スノーシェ
ッドバックパネル、フォー
ムパッド入りショルダー&
ヒップベルトで構成。快適
な背負い心地と荷物の運
搬性能を発揮。

Aフレームスキーキャリー
下部のスキーループ(2個)と
上部のVキャリーストラップ
を使用して、スキーをＡフレ
ームスタイルで装着すること
ができます。  スキーテール
をスキーループAに通しま
す。Vキャリーストラップのク
イックリリースバックルを外
し、スキーのバインディング
を保持する位置Bで再接続
し、テープを引き締めスキー
をしっかり固定します。取り
外しは装着と逆の手順です。 

ウェット/ドライ
ギアディビジョン
コードシリーズはアバラン
チギアポケットとドライポ
ケットを分離した構造が
特徴で、モデルごとに異な

マイクロフリース
ゴーグルポケット
コードシリーズは素早くア
クセスできる位置にゴー
グルポケットを装備。素材
は レンズの傷つきを防ぐ
マイクロフリースを採用。

ダイアゴナルスキーキャリー
上部のVキャリーストラップ
と下部のスキーキャリース
トラップを使用して、スキー
を右または左に傾斜させて
装着することができます。A
のスキーキャリーストラップ
を緩めてスキーのテールを
通し、テープを引き締めてス
キーを固定します。 Vキャリ
ーストラップのバックルを外
し、スキーのバインディング
を保持する位置Bで接続し、
テープを引き締めスキーを
しっかりと固定します。取り外
しは装着と逆の手順です。 

バーチカルボードキャリー
上部のVキャリーストラップ
と下部のキャリーストラップ
を使用して、スノーボード、ス
キー、スノーシュー等のスノ
ーギアを装着することができ
ます。上下のバックルAを外
します。下部のキャリースト
ラップBがスノーボード等の
バインディングを保持する位

Kode 30 
コード30の機能
•	アバランチギアポケットはフ
ロントパネルからアクセス

•	ドライポケットには背面側
からアクセスする構造

•	収納式ヘルメットキャリー
•	素早くアクセスできる正面
上部のジッパーポケット

主要素材
•	マトリックスファブリック

	サイズ	 容量	 重量
	 L	 33L	 1.48kg

	 M	 30L	 1.41kg

	 S	 27L	 1.34kg

Kode 22 
コード22の機能
•	パネルアクセス式のアバラ
ンチギア収納ポケット

•	パネルアクセス式のドライ
ポケット

•	素早くアクセスできる正面
上部のジッパーポケット

主要素材
•	マトリックスファブリック

	サイズ	 容量	 重量
	 L	 24L	 1.16kg

	 M	 22L	 1.12kg

	 S	 20L	 1.05kg

置になるようにして、上下のバックルAを再接続し、テー
プを引き締めてスノーギアをしっかりと固定します。 取
り外しは装着と逆の手順です。 
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るアクセス方法を採用しています。アバランチギアポケ
ットは濡れることが想定されるショベル、プローブ、ツー
ル、クライミングスキン等、ドライポケットは衣類等の濡
らしたくない荷物の収納に適します。 

	 SnowShed Backpanel

スノーシェッド
バックパネル
コードシリーズのバックパ
ネルには雪が付着しにく
いサーモフォームバック
パネルを搭載。通気性と
フィット感に優れます。



B

AC

	 Hydration

	 Ice tool Carry

ハイドレーション
コードシリーズの内部に
はハイドレーションパック
の収納スリーブが取り付
けられています(つり下げ
式にも対応)。ショルダー
ベルトには給水チューブ
の凍結を防ぐ保温材入り

アイスツールキャリー
コードシリーズは下部の
アイスツールループ(1個)
と上部のVキャリーストラ
ップを使用して、アイスツ
ールを確実に固定するこ
とができます。

	 Hipbelt Pockets

ヒップベルトポケット
コードシリーズは片手で
開閉することができるジッ
パーポケットを、ヒップベ
ルトの両サイドに装備し
ています。

のカバーを装備。マウスピース部分には低アレルギー性
のストレッチ素材を使用。

	 Bungee tie Zipper Pull

	 ErgoPull Hipbelt

バンジータイジッププル
コード30と22は、アバラ
ンチギアポケットのジッ
パーにバンジーコードの
ジッパープルを使用(2個
あるジッパープルのうち
片方)。ポケットに収まり

エルゴプルヒップベルト
コードシリーズには力の
入れやすいエルゴプルヒ
ップベルトを採用。フィッ
ティング時には両サイド
のテープを十分に緩めて
から体の正面でバックル

きらないショベルのシャフトやプローブを固定すること
ができます。バンジーコードをシャフトやポールに巻き
付け、もう片方のベーシックなジッパープルに接続して
固定します。 

を接続し、両サイドのテープ末端を持ち、体の前に向か
って両手で均一に引き締めます。

unIquE FeatureS
EXPLAINED
モデル固有の機能説明

	 Kode 38: Backpanel Access

	 Kode 30: Backpanel Access

	 Kode 22: Panel Load Access

	 Osprey AddOns

	 Kode 38: Helmeet Carry

	 Kode 30: Helmeet Carry

コード38
バックパネルアクセス
コード38はバックパネル
アクセス方式のドライポ
ケットと、トップロード方
式のアバランチギアポケ
ットを装備しています。
バックパネルからアクセ
スする場合は、ショルダー

コード30
バックパネルアクセス
コード30はバックパネル
アクセス方式のドライポ
ケットと、パネルロード方
式のアバランチギアポケ
ットを装備しています。

コード22
パネルロードアクセス
コード22はパネルロード
方式のアバランチギアポ
ケットと、トップジッパーア
クセス方式のドライポケッ
トを装備しています。

アドオンシリーズ
オスプレーはパックに取
り付けるアタッチメント
や、パック保護するカバー
等のアドオンと呼ばれるア
クセサリーを豊富にライ
ンナップしています。アド
オンシリーズの詳細はロ
ストアローWEBサイトの
プロダクツページでご確
認いただけます。

コード38
ヘルメットキャリー
内部にゴーグルポケット
を装備したコード38のト
ップポケットは、容量を拡
張してヘルメットを収納す
ることができます。トップ
ポケット後部には2段のジ
ッパーが装着されており、

コード30
ヘルメットキャリー
コード30には収納式のヘ
ルメットキャリーシステム
を装備しています。
使用方法：	上部のジッパ
ーポケットAからヘルメッ
トキャップを引き出しま
す。パック上部のループ
B(ヘルメットのアイコン有
り)に、ヘルメットのあごひ
もを通してヘルメットを接
続します。ヘルメットキャ
ップをヘルメットに被せ、
凸バックルをロードリフタ

ベルト上部に接続されているロードリフターストラップ
のバックルを外した状態でジッパーを開閉して下さい。
トップロードからアクセスする場合は、トップポケットを
固定しているリテンションストラップのバックルを外し、
トップポケットを背面側にひっくり返してから、吹き流し
状のカラーを開閉して下さい。

バックパネルからアクセスする場合は、ショルダーベルト
上部に接続されているロードリフターストラップのバッ
クルを外した状態でジッパーを開閉して下さい。
パネルロード方式のアバランチギアポケットにアクセス
する場合は、Vキャリーストラップのバックルを外した状
態でジッパーを開閉して下さい。

下側のジッパーはポケット内部にアクセスするためのも
のです。上側のジッパーはトップポケットの容量を調節
するためのもので、解放するとスペースが拡張され、シェ
イプの大きいヘルメットにも対応することができます。

ーストラップの付け根付近Cにある凹バックルに接続し
ます。取り外しは装着と逆の手順です。 
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〒350-2213　埼玉県鶴ケ島市脚折1386-6
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ユーザーサポートダイヤル :	049-271-7113
FAX:	049-271-7112

e-mail:	info@lostarrow.co.jp

	  Pack Care

バックのお手入れ
•	パックは使用後すみやかに荷物を全て取り出し清掃
してください。パックを逆さまにして小さなゴミも取
り除いてください。

•	汚れた部分は、中性洗剤を水で薄めた液体を布に含
ませ、固くしぼってやさしく拭き取ってください。

•	汚れがひどい場合は、中性洗剤を使用して手洗いし、
水でよくすすいでから、日陰に吊るして乾燥させてく
ださい。

•	濡れている場合は、日陰に吊るして完全に乾燥させ
てください。

•	保管する場合は、全てのストラップを緩め、乾燥した、
高温にならない場所に吊るしてください。

	  Pack Your Pack

パッキングについて
ロストアロー WEB サイトの
サポートページに、パッキン
グについての情報を掲載し
ています。


